
　

南
あ
わ
じ
市
の
海
の
味
覚
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
南
あ
わ
じ

市
水
産
ま
つ
り
」（
南
あ
わ
じ
市

水
交
会
主
催
）
が
十
一
月
二
十
六

日
、
福
良
漁
協
荷
捌

さ
ば
き

所
で
行
わ
れ
、

約
二
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
、
市
内
の
六
漁
協

が
自
慢
の
海
産
物
を
持
ち
寄
り
、

フ
グ
雑
炊
（
福
良
漁
協
）
や
焼
き

ア
ナ
ゴ
（
丸
山
漁
協
）、
タ
コ
の
天

ぷ
ら
（
南
淡
漁
協
）
な
ど
が
振
舞

わ
れ
た
ほ
か
、
新
鮮
な
魚
介
類
や

加
工
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
漁
祈
願
を
兼
ね
神
事

と
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
田

吉よ
し
か
ず計
水
交
会
長
か
ら
は
「
南
あ
わ

じ
市
は
鳴
門
海
峡
や
紀
淡
海
峡
、

雁か
り
こ子

岬
沖
な
ど
恵
ま
れ
た
漁
場
が

あ
り
ま
す
。
関
係
団
体
と
一
致
団

結
し
て
、
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
漁
師
の
高
齢
化
問
題
な
ど
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。中
田
市
長
か
ら
は「
こ

の
ま
つ
り
で
多
く
の
方
に
南
あ
わ

じ
市
の
海
産
物
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
ま
し
た
」
と
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ヒ
ラ
メ
と
オ
コ
ゼ
の

稚
魚
合
わ
せ
て
二
百
二
十
匹
の
放

流
や
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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▲アツアツでおいしい焼きアナゴの振舞い

南
あ
わ
じ
市
水
産
ま
つ
り

南
あ
わ
じ
市
の
海
産
物
が
勢
ぞ
ろ
い

　

南
あ
わ
じ
市
ク
ア
施
設
「
さ
ん

ゆ
〜
館
」
で
十
一
月
二
十
五
日
、

オ
ー
プ
ン
か
ら
の
利
用
者
が
百
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

百
万
人
目
は
、
母
親
の
敏
江
さ

ん
と
一
緒
に
訪
れ
た
竹
田
の
ぶ
子

さ
ん
（
榎
列
）
で
、
中
田
勝
久
市

長
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
平
成
十
四
年
四

月
二
十
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

島
内
最
大
級
の
健
康
増
進
施
設
。

屋
内
と
屋
外
の
二
種
類
の
浴
槽

で
水
着
浴
が
楽
し
め
る
バ
ー
デ

ゾ
ー
ン
。
日
替
わ
り
で
洋
風
と
和

風
二
つ
の
タ
イ
プ
の
浴
槽
が
楽

し
め
る
裸
浴
に
は
、

露
天
風
呂
と
サ
ウ

ナ
を
備
え
て
い
ま

す
。
一
日
平
均
で

約
六
百
四
十
人
が

入
浴
、
低
料
金
で

一
年
間
利
用
で
き

る
年
会
員
制
度
に

は
約
四
百
人
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
さ
ん
は
、「
肌
に
も
良
い

の
で
、こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
」

と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲中田市長からの花束を受け取る
　竹田のぶ子さん（中央）

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
年
７
か
月

さ
ん
ゆ
〜
館
１
０
０
万
人
突
破

　

市
民
が
主
役
で
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
役
を
担
う
、
１
０
０
人
委
員

会
（
河
野
博
委
員
長
）
の
活
動
結

果
が
ま
と
ま
り
、
十
二
月
十
日
、

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
発
表
会
が

あ
り
、
委
員
や
中
田
勝
久
市
長
ら

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
平
成
十
七
年
十
二

月
に
発
足
。
公
募
に
よ
る
委
員

八
十
四
人
が
四
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
延
べ
五
十
回
に
わ
た
り
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
「
少
子
高
齢
化
分
科
会
」
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
結

婚
相
談
所
の
設
置
や
新
婚
世
帯
へ

の
住
宅
優
遇
策
を
提
案
し
、「
安

全
と
う
る
お
い
分
科
会
」
で
は
、

減
災
対
策
や
巡
回
指
導
員
制
度
、

ゴ
ミ
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

策
を
提
案
。「
定
住
促
進
分
科
会
」

で
は
、
観
光
交
流
人
口
の
増
加
策

と
し
て
、
観
光
拠
点
整
備
や
第
一

次
産
業
と
観
光
を
結
ぶ
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
の
提
案
が
あ
り
、「
教
育
・

文
化
分
科
会
」
で
は
三
世
代
交
流

の
新
年
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ナ
ー
と
し
つ
け
向
上
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
は
提
言
書
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、十
二
月
十
九
日
、

中
田
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲熱心に意見を提言する委員の皆さん

１
０
０
人
委
員
会
の
発
表
会

市
長
へ
施
策
を
提
案

　

介
護
予
防
に
必
要
な
知
識
を
得

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

が
十
一
月
二
十
一
日
、
三
原
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
達
者
に
生
き
る
」
と
題
し
た

特
別
講
演
会
で
は
、
薬
剤
師
の
三

田
雅
一
氏
が
、
生
涯
現
役
で
生
き

る
た
め
の
病
気
予
防
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
会
場
内
で
噛
む
力
の

測
定
や
握
力
な
ど
の
簡
易
測
定
。

主
食
や
副
菜
、
乳
製
品
な
ど
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
豊
か
で
健
康
的
な
食
習
慣
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年

度
も
運
動
器
な
ど
を
使
っ
た
機
能

向
上
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▲栄養バランスのとれたおやつの試食

特
別
講
演
会
を
開
催

達
者
で
生
き
る
た
め
の
条
件
は

　

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◆
加
入
対
象
者　

日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人

◆
保
険
料　

月
額
１
３
８
６
０
円

◆
納
め
方　

職
業
な
ど
に
よ
り
３

種
類
に
分
か
れ
、
手
続
き
や
保

険
料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す

▽
第
１
号
被
保
険
者　

　
　

自
営
業
者
・
農
林
漁
業
者
と

そ
の
配
偶
者
、
学
生
な
ど
。
手

続
き
は
市
役
所
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
へ

▽
第
２
号
被
保
険
者

　
　

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）

や
共
済
組
合
（
公
務
員
）
に
加

入
し
て
い
る
人
。
手
続
き
は
会

社
等
で
行
い
ま
す

▽
第
３
号
被
保
険
者

　
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
。
手
続
き
は

配
偶
者
の
会
社
等
が
行
い
、
配

偶
者
の
加
入
す
る
制
度
か
ら

納
め
ら
れ
ま
す

◆
納
付
減
免
制
度

　

経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
申
請

を
す
る
と
保
険
料
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の

場
合
に
は
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
先
は
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
。
申
請
は
毎
年
必
要
。

　

免
除
・
猶
予
の
対
象
と
な
っ
た

期
間
は
、
将
来
保
険
料
を
納
め
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
10
年
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
２
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課

　

☎
43
・
５
０
２
３

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
誰
に
で
も
支

給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と

が
、
年
金
を
受
け
る
資
格
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

防
火
の
ポ
イ
ン
ト

▽
コ
ン
ロ　

離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す
。
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い

▽
ス
ト
ー
ブ　

洗
濯
物
を
乾
か
さ

な
い
。
衣
類
や
布
団
、
カ
ー
テ

ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。
給
油
は
完
全
に

火
が
消
え
て
か
ら

▽
ロ
ー
ソ
ク　

神
棚
は
天
井
に
近

い
位
置
に
あ
り
、
燃
え
移
っ
た

場
合
、
大
き
な
火
災
と
な
り
ま

す
。
つ
け
た
ら
目
を
離
さ
な
い

▽
た
ば
こ　

投
げ
捨
て
、
寝
た
ば

こ
は
絶
対
に
し
な
い
。
灰
皿
に

水
を
入
れ
て
お
く

▽
放
火　

家
の
周
囲
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
放
置
し
な
い
。
車
庫

や
物
置
な
ど
に
鍵
を
か
け
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

　

平
成
18
年
に
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど

防
火
機
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
に
は
18
年

６
月
か
ら
、
既
存
住
宅
に
は
23
年

６
月
か
ら
設
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

警
報
器
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る

煙
や
熱
を
自
動
的
に
感
知
し
、
音

声
な
ど
で
警
報
を
発
し
ま
す
。

　

家
族
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
用
心

　

警
報
器
の
訪
問
販
売
で
市
価
よ

り
も
高
い
値
段
（
３
〜
50
万
円
）

を
支
払
う
被
害
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
共
通
す
る
手
口
は
、
①
高
齢

者
を
狙
う
②
男
性
の
三
人
組
③
警

報
機
ら
し
き
偽
物
を
設
置
す
る
こ

と
で
す
。
消
防
署
職
員
、
市
役
所

職
員
な
ど
が
、
一
般
の
家
庭
な
ど

を
訪
問
し
て
警
報
器
な
ど
を
売
り

歩
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
服
装

や
話
術
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
訪
問
販
売
に
関
す
る
問

合
せ
は
、
県
立
淡
路
生
活
科
学

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
９
９
・
85
・

０
９
９
９
）
へ

　

火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

　

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
冬
季
は
火
災
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
毎
年
全
国
で
火
災
に
よ
り
２
千
人
前
後
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。


